
編
集
後
記
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STAFF

�

☆
　
初
め
て
娘
が
生
ま
れ
た
と
き
、
20
歳
ま
で
の
予

�

　
定
を
書
い
て
み
た
。
そ
の
頃
21
世
紀
は
、
は
る
か

�

　
か
な
た
に
思
え
た
。
今
年
成
人
に
な
る
娘
の
姿
に
、

�

　
過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
重
ね
合
わ
せ
、
し
ば
し
余
韻

�

　
を
楽
し
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
倉
内
弘
子
）

�

☆
　
20
世
紀
か
ら
、
21
世
紀
と
い
う
歴
史
的
な
越
年

　
　
を
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
に
、
私
は
、
は
し
ゃ

�

　
い
で
過
ご
し
た
く
な
い
な
ー
。
せ
め
て
、
静
か
な

�

　
初
参
り
で
「
戦
争
も
天
災
も
な
い
、
穏
や
か
な
暮

　
　
ら
し
」
を
お
願
い
し
て
こ
よ
う
。
　
（
浜
　
俊
子
）

　
☆
　
21
世
紀
だ
！
『
ス
ト
レ
ス
を
ガ
・
ハ
・
ハ
と
笑

　
　
い
飛
ば
し
。
い
ろ
ん
な
イ
タ
ミ
は
蹴
っ
飛
ば
し
。

�

　
楽
し
い
こ
と
だ
け
抱
え
込
む
』
素
敵
な
笑
顔
の
女

　
　
性
に
な
り
た
い
な
ぁ
。
と
思
い
つ
つ
思
春
期
の
子

　
　
ど
も
と
バ
ト
ル
し
そ
う
な
予
感
が
す
る
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
間
則
子
）

　
☆
　
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
を
食
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
友

�

　
と
す
る
子
ど
も
達
が
健
や
か
に
年
を
重
ね
て
い
け

�

　
る
の
だ
ろ
う
か
？
「
食
事
は
和
食
中
心
の
手
作
り
。

�

　
出
来
る
だ
け
自
分
の
足
で
歩
こ
う
！
」
こ
れ
が
、

�

　
２
０
０
１
年
私
の
年
頭
所
感
。      

（
森
　
治
美
）

　
☆
　
取
材
で
出
会
っ
た
人
に
話
し
を
伺
い
そ
の
人
生

　
　
に
触
れ
る
た
び
に
、
自
分
の
考
え
の
ワ
ク
が
少
し

　
　
大
き
く
な
る
。
今
年
ま
た
、
ど
れ
だ
け
の
人
と
出

　
　
会
い
、
そ
し
て
、
ど
れ
だ
け
の
贈
り
物
を
も
ら
う

　
　
の
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
矢
島
幸
子
）

　
☆ 

　
実
家
の
父
が
入
院
。
母
も
過
労
で
ダ
ウ
ン
。

　
　
片
道
２
時
間
、
手
伝
い
に
通
う
私
を
見
て
息
子
が

　
　
言
っ
た
。
「
母
さ
ん
、
捨
て
て
る
で
し
ょ
」「
何

　
　
を
？
」
「
お
ん
な
」
「
…
」
鏡
の
中
に
性
別
不
詳

　
　
の
私
が
い
た
。
新
春
に
軌
道
修
正
を
誓
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
一
江
）
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2001

情
報
エ
キ
ス
プ
レ
ス
！

！

共遊び
家族や友人を誘って、図書館へＧＯ！

レ
ポ
ー
タ
ー
会
議
報
告

長内 レヱさん　森田 直治さん　水村 七五三彦さん　佐藤 聡美さん
女・男のワクを越えて行動する４人のメッセージ

　
前
号
ま
で
の
「
ま
な
こ
」

に
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

No
2001
41

男女平等むさしの発・あなたとひらく情報誌

長内 レヱさん　森田 直次さん　水村 七五三彦さん　佐藤 聡美さん
女・男のワクを越えて行動する４人のメッセージ

加齢と向き合い、もっと快適に暮らすためには？
長内 レヱさん　森田 直次さん　水村 七五三彦さん　佐藤 聡美さん

女・男のワクを越えて行動する４人のメッセージ

加齢と向き合い、もっと快適に暮らすためには？
二十一世紀の男女平等

ちょっとボランティア
災害時の支援マップ作り  伊藤雪子さん

企画・発行　武蔵野市児童女性部児童女性課　女性計画係　　
男女平等むさしの発・あなたとひらく情報誌　「まなこ」　第41号　No.

情
報
エ
キ
ス
プ
レ
ス
！

知りたい・聞きたい・考えたい
ＡＤＬ（日常生活動作能力）対応型高齢者体操研究会

大久保洋子さん

特　集

レ
ポ
ー
タ
ー
会
議
報
告

Ｐ8

　
表
紙
・
裏

�

　

�

　
　
　
レ
ポ
ー
タ
ー
会
議
報
告

��

　
　
　
●
　
最
初
に
、
編
集
長
が
４
１
号
の
テ
ー
マ
に

�

　
　
　
　
つ
い
て
説
明
し
た
。

�

　
　
　
　
「
高
齢
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
　

�

　
　
　
　
男
女
が
共
に
快
適
に
年
を
重
ね
て
い
く
に

�

　
　
　
　
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
な
の
か
」

�

　
　
　
　
「
２
１
世
紀
の
望
ま
し
い
男
女
平
等
の
姿
　

�

　
　
　
　
を
、
高
齢
者
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
同
時

�

　
　
　
　
に
、
男
女
平
等
の
歴
史
を
見
直
し
た
い
」

�

　
　
　
●
「
高
齢
者
と
い
う
言
葉
は
、
差
別
用
語
で

�

　
　
　
　
は
な
い
と
思
う
」
　
　
　
〔
６
０
代
女
性
〕

�

　
　
　
●
「
心
身
の
衰
え
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
が
　

�

　
　
　
　
素
直
に
受
け
止
め
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り

�

　
　
　
　
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
は
ず
。
生
き
生
き

�

　
　
　
　
と
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
９
０
代
以
上
の

�

　
　
　
　
人
も
多
い
」
　
　
〔
６
０
・
８
０
代
女
性
〕

�

　
　
　
　
　
２
人
の
女
性
レ
ポ
ー
タ
ー
の
発
言
に
は

�

　
　
　
　
一
同
、
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

�

　
　
　
●
「
年
を
重
ね
る
こ
と
に
は
、
ど
う
し
て
も

�

　
　
　
　
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
て
し
ま
う
」

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
３
０
代
女
性
〕

�

　
　
　
●
「
男
た
ち
が
『
お
れ
は
男
な
ん
だ
』
と
い
　

�

　
　
　
　
う
不
必
要
な
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
な
い
限
り

�

　
　
　
　
真
の
意
味
で
男
女
平
等
は
成
立
し
な
い
」

�

　
　
　
　
「
政
治
的
、
社
会
的
な
意
味
で
男
女
平
等

�

　
　
　
　
は
あ
る
が
、
男
と
女
は
同
質
と
い
う
意
味

�

　
　
　
　
の
男
女
平
等
は
あ
り
得
な
い
の
で
は
？
」

�

　
　
　
　
　
７
０
代
男
性
レ
ポ
ー
タ
ー
の
こ
の
発
言

�

　
　
　
　
か
ら
、
育
児
休
暇
、
病
児
保
育
な
ど
子
育

�

　
　
　
　
て
支
援
や
介
護
支
援
の
問
題
へ
と
発
展
。

�

　
　
　
　
　
活
発
に
、
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

�

　
　
　
●
　
「
働
き
な
が
ら
育
児
や
介
護
を
し
て
い

�

　
　
　
　
る
女
性
に
と
っ
て
、
男
性
の
協
力
は
不
可

�

　
　
　
　
欠
だ
」
　
　
　
　
　
　
　
〔
５
０
代
女
性
〕

�

　
　
　
●
「
学
校
や
コ
ミ
セ
ン
な
ど
、
地
域
の
中
で

�

　
　
　
　
高
齢
者
と
子
ど
も
達
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

�

　
　
　
　
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

�

　
　
　
　
　
男
と
か
女
で
は
な
く
、
男
女
が
互
い
に

�

　
　
　
　
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、
各
々
の
特
性

�

　
　
　
　
を
発
揮
し
つ
つ
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
真

�

　
　
　
　
の
男
女
平
等
に
つ
な
が
る
の
で
は
…
」

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
６
０
代
女
性
〕

�

　
　
　
　
　
他
に
も
体
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な
意
見

�

　
　
　
　
や
情
報
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
た
が
、
誌
面

�

　
　
　
　
の
都
合
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
構
成
　
森
　
治
美
）

�

　
　
　
　
　
前
号
の
「
ま
な
こ
」
に
感
想
が
寄
せ
ら

�

　
　
　
　
れ
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

　
　
　
○
　
４
０
号
の
『
男
の
更
年
期
』
に
関
し
て

�

　
　
　
　
男
性
に
と
っ
て
は
全
く
関
心
の
無
い
テ
ー

�

　
　
　
　
マ
で
し
た
。
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
、
知

�

　
　
　
　
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
ど
う
な
る
も
の
で
も

�

　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
。
男
と
女
の
社
会
的
シ
ス
テ

�

　
　
　
　
ム
の
違
い
、
そ
の
不
平
等
さ
を
掘
り
下
げ

�

　
　
　
　
る
べ
き
で
は
？
　
横
浜
市
　
藤
田
賢
吾
様

�

　
　
　
○
　
「
ま
な
こ
」
は
、
市
の
女
性
計
画
係
が

�

　
　
　
　
出
し
て
い
る
情
報
誌
で
す
ね
。
読
み
応
え

�

　
　
　
　
が
あ
り
ま
し
た
。
男
性
計
画
係
の
「
ま
な

�

　
　
　
　
こ
」
は
無
い
の
で
す
か
？

�

　
　
　
　
　
広
島
県
廿
日
市
市
　
た
み
お
ま
ゆ
み
様
　

　
最
初
に
、
編
集
長
が
41
号
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

「
高
齢
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今

男
女
が
共
に
快
適
に
年
を
重
ね
て
い
く
に

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
な
の
か
」

「
21
世
紀
の
望
ま
し
い
男
女
平
等
の
姿
を
、

高
齢
者
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
同
時
に
、

男
女
平
等
の
歴
史
を
見
直
し
た
い
」

「
高
齢
者
と
い
う
言
葉
は
、
差
別
用
語
で

は
な
い
と
思
う
」
　
　
　  

〔
60
代
女
性
〕

「
心
身
の
衰
え
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
が

素
直
に
受
け
止
め
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り

豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
は
ず
。
生
き
生
き

と
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
90
代
以
上
の
人

も
多
い
」
　
　
　
〔
６０
・
８０

代
女
性
〕

�

２
人
の
女
性
レ
ポ
ー
タ

ー
の
発
言
に
は
一
同
、
大

い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

「
年
を
重
ね
る
こ
と
に
は
、

ど
う
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
感
じ
て
し
ま
う
」          

　
　
　
　  

〔
３０
代
女
性
〕

「
男
達
が
『
お
れ
は
男
な

ん
だ
』
と
い
う
不
必
要
な

プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
な
い
限

り
真
の
意
味
で
男
女
平
等

は
成
立
し
な
い
」

「
政
治
的
、
社
会
的
な
意

味
で
男
女
平
等
は
あ
る
が
、
男
と
女
は
同

質
と
い
う
意
味
の
男
女
平
等
は
あ
り
得
な

い
の
で
は
？
」

�

70
代
男
性
レ
ポ
ー
タ
ー
の
こ
の
発
言
か

ら
、
育
児
休
暇
、
病
児
保
育
な
ど
子
育
て

支
援
や
介
護
支
援
の
問
題
へ
と
発
展
。

�

活
発
に
、
意
見
が
交
換
さ
れ
た
。

「
働
き
な
が
ら
育
児
や
介
護
を
し
て
い
る

女
性
に
と
っ
て
、
男
性
の
協
力
は
不
可
欠

だ
」
　
　
　
　
　     

　
　
〔
50
代
女
性
〕

「
学
校
や
コ
ミ
セ
ン
な
ど
、
地
域
の
中
で

高
齢
者
と
子
ど
も
達
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

　
男
と
か
女
で
は
な
く
、
男
女
が
互
い
に

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、
各
々
の
特
性

を
発
揮
し
つ
つ
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
真

の
男
女
平
等
に
つ
な
が
る
の
で
は
…
」

�

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
〔
60
代
女
性
〕

�
�

　
　
　
　
　  

（
構
成
　
森
　
治
美
）

�
�

　

　平成12年11月15日、むさしの
ヒューマン・ネットワークセンターで
開設２周年の記念イベントが開催され
た。
　「女も男も、自分らしく暮らせるわ
たしたちの武蔵野市」を目指し、市民
と市長が率直に話し合った。テーマは、
女性パワーが結ぶ新しい世紀。進行役
の岩城末子・小境範子の両センター運営協議会委員
が、女性たちのパワーある活動や、そのための市の支
援、市民と行政の協働等について市長に質問すると、
「市の女性管理職員は今のところ部長1人、課長1人
の2人だが、これからは能力とやる気があれば女性管

土屋市長とトーク＆交流会
むさしのヒューマン・ネットワークセンターのさらなる発展に向けて！

性の活躍ぶりは昔から。高度経済成長の
当時、朝早く出勤して夜遅く帰宅する男
と違い、地域を支えてきたのは女性達。
ＰＴＡを母体に市の施策と深くかかわっ
てきた。日本の女性問題は、インドやイ
スラム教国のように、宗教や社会的な背
景を持つ深刻な女性差別というより、問
題の解決に向けて共通のモノサシをつく

ろうという動きがある。だからこのセンターが、どんな役
割を持ち、どんな施策への要求があるのか、具体的に示し
ていってほしい」と話した。参加者は、市へ積極的に提言
できるよう実績を積み、今後の充実した事業展開に向けて
思いを新たにした。

　
40
号
の
『
男
の
更
年
期
』

に
関
し
て
男
性
に
と
っ
て
は

ま
っ
た
く
関
心
の
な
い
テ
ー

マ
で
し
た
。
あ
る
の
か
、
な

い
の
か
、
知
っ
た
か
ら
と
言

っ
て
ど
う
な
る
も
の
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
男
と
女
の
社
会

的
シ
ス
テ
ム
の
違
い
、
そ
の
不
平
等

さ
を
掘
り
下
げ
る
べ
き
で
は
？

　
　
　
　
　
　   

横
浜
市 

藤
田 

賢
吾 
様

　
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
市
民
の
声
を
誌
面

に
表
出
さ
れ
、
一
工
夫
の
努
力
の
あ
と
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
み
な
さ
ま
の
前

向
き
な
心
持
ち
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　   

田
無
市 

渡
辺 

美
恵 

様�

「
ま
な
こ
」
は
、
市
の
女
性
計
画
係
が
出

し
て
い
る
情
報
誌
で
す
ね
。
読
み
応
え
が

あ
り
ま
し
た
。
男
性
計
画
係
の
「
ま
な
こ
」

は
な
い
の
で
す
か
？     

   

広
島
県
廿
日
市
市 

た
み
お 

ま
ゆ
み 

様

ハ
ツ
カ
イ
チ
シ

「まなこ」41号の会議風景�　　
�　　　　10月31日（火）
�　　　　午前10時～午後12時
�　　　　市役所第４会議室にて



集特

２

一
九
〇
四
・
明
治
37
年
　
【
日
露
戦
争
】
始
ま
る
（
〜
〇
五
）

一
九
〇
七
・
『
義
務
教
育
６
年
』
に
延
長

�

　
　
　
☆
〈
か
ら
ゆ
き
さ
ん
〉
日
本
女
性
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

　
　
　
　
　
ど
に
２
〜
３
万
人

一
九
一
一
・
平
塚
ら
い
て
う
等
〈
青
　
社
〉
結
成

�

一
九
一
二
・
大
正
元
年

一
九
一
四
・
【
第
一
次
世
界
大
戦
】
参
戦
（
〜
一
八
）

一
九
一
九
・
大
阪
市
、
日
本
初
『
公
立
託
児
所
』
開
設

一
九
二
二
・
〈
産
児
制
限
運
動
〉
始
ま
る

�

　
　
　
・
文
部
省
『
産
前
産
後
有
給
休
暇
』
訓
令

一
九
二
三
・
初
〈
国
際
婦
人
デ
ー
〉
集
会
（
東
京
）

�

　
　
　
・
【
関
東
大
震
災
】

�

一
九
二
六
・
昭
和
元
年
　
☆
断
髪
流
行
（
モ
ボ
・
モ
ガ
）

一
九
二
七
・
【
金
融
恐
慌
】
始
ま
る

一
九
二
八
☆
ち
ゃ
ぶ
台
、
家
庭
に
普
及

一
九
二
九
・
東
京
市
〈
産
児
制
限
指
導
〉

一
九
三
一
・
【
満
州
事
変
】
勃
発

�

　
　
　
・
〈
女
子
労
働
者
参
加
ス
ト
〉
増
加

一
九
三
二
・
旧
日
本
軍
、
慰
安
所
設
置
に
関
与

　
　
　
　
☆
デ
パ
ー
ト
火
災
か
ら
和
服
で
も
ズ
ロ
ー
ス
着
用

一
九
三
四
・
冷
害
で
〈
娘
の
身
売
り
〉
５
万
人
以
上

一
九
三
七
・
『
母
子
保
護
法
』
公
布
（
翌
年
施
行
）

一
九
四
一
・
【
日
米
開
戦
】
（
〜
四
五
）

一
九
四
三
・
【
学
徒
出
陣
】

一
九
四
四
・
【
学
童
疎
開
】

一
九
四
五
・
広
島
、
長
崎
に
原
爆
投
下

�

　
　
　
・
〈
新
日
本
婦
人
同
盟
〉
結
成
、
会
長
市
川
房
江

�

　
　
　
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
選
挙
権
付
与
に
よ
る
日
本
婦
人
解
放
指
令

�

　
　
　
・
『
選
挙
法
改
正
』
女
性
参
政
権
実
施

�

　
　
　
・
『
女
子
教
育
刷
新
要
綱
』
大
学
男
女
共
学

一
九
四
六
・
大
阪
市
『
生
理
有
給
休
暇
』
承
認

　
　
　
　
・
戦
後
初
『
衆
議
院
議
員
選
挙
』
、
女
性
初
の
参
政
権

　
　
　
　
　
行
使
、
女
性
候
補
者
39
人
当
選

�

　
　
　
・
『
日
本
国
憲
法
』
公
布
（
翌
年
施
行
）男
女
平
等
明
記

一
九
四
七
・
戦
後
初
〈
国
際
婦
人
デ
ー
〉

　
　
　
　
・
『
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
』
公
布
・
施
行
、
男

　
　
　
　
　
女
共
学

　
　
　
　
・
『
労
働
基
準
法
』
公
布
・
施
行
、
男
女
同
一
賃
金
の

　
　
　
　
　
原
則
・
女
子
保
護
規
定

　
　
　
　
・
刑
法
改
正
（
姦
通
罪
廃
止
）
、
民
法
改
正
（
家
制
度

　
　
　
　
　
廃
止
）

一
九
四
八
★
『
武
蔵
野
市
報
』
第
１
号
発
行

一
九
五
一
・
『
対
日
講
和
条
約
』
『
日
米
安
全
保
障
条
約
』
調
印

　
　
　
　
・
生
活
難
か
ら
児
童
の
人
身
売
買
激
増

一
九
五
四
☆
『
三
種
の
神
器
』
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
掃
除
機

一
九
五
八
・
『
売
春
防
止
法
』
全
面
施
行

�

　
　
　
☆
シ
ー
ム
レ
ス
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
即
席
麺
発
売

一
九
六
〇
・
中
山
マ
サ
厚
生
大
臣
就
任

一
九
六
一
☆
ナ
プ
キ
ン
型
生
理
用
品
発
売

一
九
六
三
・
〈
共
働
き
増
加
〉
　
『
カ
ギ
ッ
子
』
登
場

一
九
六
四
・
【
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】
開
催

一
九
六
七
・
男
女
同
一
賃
金
に
関
す
る
『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
１
０
０
号
条
約
』

　
　
　
　
　
承
認
・
批
准

�

　
　
　
・
国
連
『
婦
人
に
対
す
る
差
別
撤
廃
宣
言
』
採
択

�

12

3

4
5

1
2

67
8

9

10
11

「
ま
な
こ
」
が
選
ん
だ

　
歴
史
・
年
表

「
ま
な
こ
」
が
選
ん
だ

　
歴
史
・
年
表

明
治

大
正

昭
和

加
齢
と
向
き
合
い
、
も
っ
と
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
は
？

ニ
十
一
世
紀
の
男
女
平
等

ニ
十
一
世
紀
の
男
女
平
等

向
こ
う
３
軒
両
隣
か
ら
、

�

　
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
こ
そ
平
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

長
内
レ
ヱ
　
69
歳
　
中
町
在
住

　
青
森
の
旧
家
に
生
ま
れ
た
長
内
レ
ヱ
さ
ん
は
、
今
ま
で
女
だ
か
ら

と
い
う
思
い
を
し
た
こ
と
が
な
い
と
言
う
。
女
だ
て
ら
に
と
か
女
の

く
せ
に
と
言
わ
れ
た
古
い
し
き
た
り
が
強
い
地
方
に
あ
っ
て
、
陸
上

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
そ
れ
を
生
か
し
た
い
と
東
京
の
大
学
に

進
む
と
き
も
「
自
分
の
選
ぶ
道
は
自
分
で
決
め
な
さ
い
」
と
両
親
は

賛
成
し
て
く
れ
た
。
体
育
教
師
と
し
て
45
年
教
職
に
携
わ
っ
て
き
た

長
内
さ
ん
は
、
そ
れ
が
自
分
の
教
育
理
念
の
基
本
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　
「
当
時
は
１
学
年
50
人
８
ク
ラ
ス
。
運
動
機
能
、
体
力
、
思
考
が

違
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
ら
を
考
慮
に
入
れ
、
男
女
別
と
共
通
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
何
で
も
同
じ
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
ん
で
す
。
校
長
先
生
の
『
責
任
を
持
つ
か
ら
自
由
に
し
て
い

い
よ
』
の
指
導
の
も
と
、
生
徒
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
楽
し
い

授
業
を
目
指
し
ま
し
た
。
枠
に
は
め
て
教
育
す
る
と
子
ど
も
達
は
そ

れ
以
上
に
成
長
し
ま
せ
ん
。
自
由
の
中
か
ら
何
か
を
見
つ
け
る
ん
で
す
」

　
親
達
と
は
父
親
も
参
加
で
き
る
土
曜
の
夜
を
選
ん
で
、
月
１
回
教

育
を
語
り
合
っ
た
。
「
主
人
公
は
い
つ
も
子
ど
も
達
。
例
え
ば
国
語

の
知
識
を
伸
ば
す
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
子
ど
も
の
将
来
の

た
め
に
、
母
親
の
立
場
、
父
親
の
立
場
か
ら
意
見
す
る
。
そ
う
い
う

時
間
が
親
と
教
師
の
距
離
を
埋

め
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
生
徒

達
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う

職
員
室
は
い
つ
も
開
放
し
て
い

ま
し
た
。
何
よ
り
一
人
ひ
と
り

の
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
を
大

切
に
し
た
の
で
す
。
こ
れ
は
男

と
か
女
と
か
、
年
齢
に
関
係
な

く
、
す
べ
て
に
共
通
す
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
　

　
　
　
　 

（
文
　
矢
島
幸
子
）

女
・
男
の
ワ
ク
を
越
え
、
信
念
を
持
っ
て
行
動
す
る

４
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
届
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
直
次
　
92
歳
　
境
南
町
在
住

　
森
田
直
次
さ
ん
は
、
明
治
41
年
大
阪
の
商
家
に
８
人
兄
弟
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
当
時
は
「
か
ま
ど
の
灰
ま
で
長
男
の
も
の
」
と

言
わ
れ
、
跡
継
ぎ
と
し
て
の
教
育
、
行
儀
作
法
な
ど
し
つ
け
ら
れ
た
。

家
族
構
成
は
、
明
治
生
ま
れ
の
両
親
と
、
幕
末
生
ま
れ
の
祖
父
母
と

の
３
世
代
同
居
。
家
の
主
導
権
は
、
稼
ぎ
頭
の
父
親
が
握
っ
て
お
り
、

一
汁
一
菜
が
あ
た
り
ま
え
の
食
卓
の
中
で
、
父
親
に
だ
け
は
お
酒
と

刺
身
な
ど
の
ご
馳
走
が
並
ぶ
。
食
べ
た
そ
う
に
見
て
い
る
と
「
こ
れ

は
子
ど
も
の
食
べ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
諭
さ
れ
た
。

　
母
親
は
、
女
が
結
婚
前
の
行
儀
見
習
い
と
し
て
、
格
の
高
い
家
に

奉
公
に
出
さ
れ
る
の
が
一
般
的

な
中
、
神
戸
の
商
社
に
勤
め
る

ほ
ど
活
動
的
な
人
。
当
時
は

「
変
わ
り
者
」
と
言
う
評
価
だ

っ
た
。
森
田
さ
ん
は
母
と
死
別

す
る
12
歳
ま
で
、
自
由
な
発
想

で
考
え
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
成
長
し
て
、
一
人
前
に
な
る

こ
と
は
独
立
す
る
こ
と
と
、
家

出
同
然
に
20�
歳
で
東
京
へ
上
京
。

「
銀
座
で
洋
品
店
を
開
業
す
る

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
、
戦
後
、
36
歳
で
所
帯
を
持
ち
ま
し
た
。

３
人
の
子
は
、
男
女
の
区
別
な
く
自
由
に
育
て
ま
し
た
。
ま
た
、
時

代
も
憲
法
が
変
わ
り
、
私
の
こ
ろ
の
『
男
女
席
を
同
じ
ゅ
う
せ
ず
』

の
教
育
方
針
と
比
べ
て
随
分
自
由
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
受
け
継
ぐ

教
え
と
し
て
、
社
会
に
尽
く
す
人
間
に
な
る
こ
と
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
こ
と
、
人
に
対
す
る
い
た
わ
り
の
心
な
ど
は
教
え
ま
し
た
。

最
近
、
子
ど
も
が
絡
む
痛
ま
し
い
事
件
を
目
に
す
る
た
び
に
、
日
本

人
が
ず
っ
と
持
ち
続
け
て
来
た
『
慈
し
む
心
』
と
い
う
教
え
は
ど
こ

へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
寂
し
く
感
じ
て
い
ま
す
」       

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
文
　
矢
島
幸
子
）

相
手
を
慈
し
む
心
を
忘
れ
ず
に

盆
も
正
月
も
な
い
け
れ
ど

17歳年下の妻と、交替で台所に立つ。
毎日の会話の始まりは「今日は何を
食べようか」

展示会の絵の前で。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　  

佐
藤
聡
美
　
41
歳
　
吉
祥
寺
北
町
在
住

�

特
別
養
護
老
人
施
設
『
吉
祥
寺
ホ
ー
ム
』
の
喫
茶
室
で
佐
藤
聡
美

さ
ん
に
お
会
い
し
た
。
「
今
日
は
早
番
だ
っ
た
の
で
」
と
早
口
で
語

り
な
が
ら
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
一
口
。
こ
の
施
設
内
の
吉
祥
寺
ナ
ー
シ
ン

グ
ホ
ー
ム
（
入
居
者
50
人
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
３
人
）
で
働
き
、
昨

年
介
護
福
祉
士
試
験
に
合
格
し
た
。

�

「
実
家
は
鹿
児
島
の
片
田
舎
で
す
か
ら
『
女
の
子
は
高
校
ま
で
で

い
い
、
す
ぐ
に
嫁
に
行
く
か
ら
』
が
あ
た
り
ま
え
。
な
ぜ
か
私
も
納

得
し
て
ま
し
た
。
昔
か
ら
お
風
呂
は
男
が
先
、
介
護
は
女
の
役
目
、

と
基
本
的
に
は
今
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
女
性
達
も
そ
れ
が
『
風

習
だ
』
と
受
け
止
め
ち
ゃ
っ
て
る
ん
で
す
」
と
語
る
彼
女
は
２
人
の

子
ど
も
の
お
母
さ
ん
。
二
世
帯
住
宅
に
義
父
母
や
91
歳
の
祖
母
達
と

住
ん
で
い
る
。

�

６
年
前
ケ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
に
な

ろ
う
と
決
心
し
た
の
は
「
わ
が
家

で
も
い
つ
か
介
護
の
日
が
来
る
だ

ろ
う
、
そ
れ
な
ら
今
か
ら
飛
び
込

ん
じ
ゃ
え
」
と
い
う
気
持
も
あ
っ

た
。

�

「
私
の
仕
事
は
、
土
・
日
も
盆

も
正
月
も
あ
り
ま
せ
ん
。
休
日
は

夫
が
家
事
を
し
て
く
れ
る
の
で
す

が
、
嬉
し
い
の
は
、
こ
れ
を
楽
し

み
に
か
え
て
く
れ
た
こ
と
で
す
ね
。
例
え
ば
、
作
っ
た
料
理
の
写
真

を
撮
り
『
男
の
料
理
』
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
た
り
、
ヘ
ル

シ
ー
料
理
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
」
「
今
は
義
父
母
は
も
ち
ろ
ん
、

祖
母
も
健
康
な
の
で
、
夜
勤
の
と
き
な
ど
頼
れ
る
こ
と
が
有
り
難
い

で
す
。
こ
ん
な
家
族
の
関
係
を
子
ど
も
達
に
見
せ
る
の
も
教
育
だ
と

思
う
ん
で
す
。
男
、
女
で
な
く
、
や
れ
る
方
が
手
を
出
す
。
こ
れ
が

で
き
た
ら
、
み
ん
な
が
生
き
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
」

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
　
浜
　
俊
子
）

*

1
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
、
福
祉
専
門
職
の
国
家
試
験
。

*

2
直
接
、
介
護
に
係
わ
っ
て
い
る
職
員
。

�

　
　
　
　
　
　
　
　                        

　
　

�ジャージの仕事着から、
　急いでスーツに着替えて。

昔と現在の良いところを取り入れな
がら、市民社協のシステムが確立さ
れていくのでしょう。

���

　
　         

　     

　
　 

水
村
七
五
三
彦
　
82
歳
　
吉
祥
寺
本
町
在
住

�

「
年
寄
り
を
敬
い
、
親
に
は
孝
行
の
思
想
が
、
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
人
格
の
尊
厳
、
他
人
の
痛
み
も
判
る
の
が
民
主
主
義
な
の
に
。

家
族
も
、
も
っ
と
わ
か
り
合
う
た
め
に
は
で
き
る
だ
け
一
緒
に
食
事

を
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
」
と
今

ど
き
の
家
族
関
係
を
嘆
く
の
は
、
歯
科
医
で
『
武
蔵
野
市
民
社
会
福

祉
協
議
会
』（
市
民
社
協
）の
会
長
も
務
め
る
、
水
村
七
五
三
彦
さ
ん
。

か
く
し
ゃ
く
と
し
た
話
ぶ
り
に
信
念
を
感
じ
さ
せ
る
。

�

水
村
さ
ん
は
、
男
性
上
位
の
時
代
に
親
か
ら
「
男
は
勉
強
第
一
！
」

と
言
わ
れ
て
い
た
。

�

学
校
を
出
た
直
後
に
歯
科
医
の
父
親
が
亡
く
な
り
、
跡
継
ぎ
と
し

て
医
院
を
潰
さ
な
い
た
め
に
朝
か
ら
夜
中
ま
で
働
い
た
。
「
男
を
重

ん
じ
る
こ
と
は
、
男
が
家
族
を
養
う
責
任
も
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
」

と
。

�

市
民
社
協
に
携
わ
っ
て
７
年
。

人
々
と
の
か
か
わ
り
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
現
在
、
困
っ
た
と

き
の
、
ご
近
所
同
志
の
助
け
合

い
は
、
大
切
な
暮
ら
し
方
だ
と

思
っ
て
い
る
。

�

21
世
紀
に
向
け
て
市
民
社
協

で
は
『
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
』
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
「
地
域
福
祉
活
動
推
進
協
議

会
や
他
の
福
祉
関
連
団
体
な
ど
市
民
の
手
を
借
り
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
に
す
る
の
が
念
願
で
す
。
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
太
い
血

管
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
男
も
女
も
一
緒
に
力
を
出
し
合
っ
て
、
毛

細
血
管
に
な
れ
れ
ば
」

　
水
村
さ
ん
の
心
の
師
は
『
限
り
な
き
愛
・
ゼ
ノ
の
生
涯
』
の
ゼ
ノ

修
道
士
や
『
蟻
の
街
の
マ
リ
ア
』
の
北
原
怜
子
。
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
草
分
け
と
な
っ
て
尽
く
し
た
人
達
の
本
を
、
と
き
ど
き
読
み

直
し
て
は
心
を
引
き
締
め
て
い
る
。
　
　    

　
（
文
　
浜
　
俊
子
）

�

サ
ト
コ

３

シ
メ
ヒ
コ

*

1

*

2

　女の子は女の子らしくの風潮にも、両親は娘の生き方を認めた。
女だから男だからにとらわれない、それは教育の原点。

　旧民法（1896年公布）の家族制度の中で、長男として育った子ども時代。
継ぐべき家から独立して、今は台所に立ち料理も得意！

　地域の中に助け合いのシステムをスタートさせる。
女も男も参加して、持てる力を発揮すれば21世紀はもっと住みやすくなる。

　まだ残っている古いしきたりを少しずつでも変えていきたい！　
男女平等の社会は、そこから実現していくと思う。
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��

　
　
　
レ
ポ
ー
タ
ー
　
福
岡
み
ゆ
き
　
42
歳
／
西
久
保

�

鋤
柄
健
吾
（
96
歳
）
私
の
祖
父
で
す
。
一
過
性
の

脳
梗
塞
に
3
回
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
杖
を
突
い

て
散
歩
し
な
が
ら
、
俳
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

�

人
一
倍
好
奇
心
旺
盛
な
と
こ
ろ
は
昔
か
ら
で
、
技

術
提
供
者
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
へ
派
遣
さ
れ
た
と
き
に

は
、
サ
イ
ゴ
ン
で
小
学
校
に
入
学
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

語
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
42
年
前
、
54
歳
の
と
き

で
す
。
11
歳
年
下
の
祖
母
は
「
3
人
の
子
ど
も
も
成

長
し
た
の
で
心
配
な
く
」
と
6
年
間
、
現
地
へ
書
籍

や
好
物
を
送
り
な
が
ら
家
を
守
っ
た
そ
う
で
す
。

�

そ
の
後
は
82
歳
ま
で
フ
ラ
ン
ス
語
の
技
術
翻
訳
を

し
て
い
ま
し
た
。
「
何
を
始
め
る
に
も
時
期
が
遅
い

と
い
う
こ
と
は
な
い
」
の
精
神
は
、
祖
父
母
か
ら
教

え
ら
れ
た
生
き
方
で
す
。
今
は
祖
父
が
「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
幸
せ
は
僕
の
幸
せ
だ
」
の
言
葉
に
、
祖
母
は

「
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
！
死
ん
だ
ら
だ
め
よ
」
と
言

う
婦
唱
夫
随
の
生
活
も
、
と
っ
て
も
か
っ
こ
い
い
と

思
い
ま
す
。

『
妻
元
気

　
　
わ
れ
を
叱
咤
す

　
　
　
　
　
去
年
今
年
』

祖
父
の
最
近
の
句
で
す
。

  

　
　
　
　
　 

　
レ
ポ
ー
タ
ー  

星
　
詩
子
　
36
歳
／
境

��

私
の
母
は
今
56
歳
で
す
。
学
校
を
終
え
る
と
す
ぐ

商
家
に
嫁
ぎ
ま
し
た
が
、
直
接
お
店
に
出
る
こ
と
は

な
く
、
一
日
中
家
事
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
外
の

世
界
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
ん
な
も
の
だ
と
何

の
疑
問
も
持
た
ず
、
夫
や
舅
姑
に
仕
え
て
い
た
よ
う

で
す
。

�

孫
の
私
が
祖
母
の
了
解
を
も
ら
っ
て
、
た
ま
に
喫

茶
店
に
連
れ
出
す
と
、
母
は
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
私
の
方
は
、
た
だ
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
か
っ
た

だ
け
な
の
で
す
が
…
。

�

祖
父
母
の
老
い
て
い
く
姿
と
在
宅
介
護
を
す
る
母

の
姿
か
ら
、
私
も
嫁
と
し
て
、
年
齢
を
重
ね
る
こ
と

で
の
姑
と
の
関
係
に
、
対
処
で
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
母
の
環
境
を
思
う
と
、
現
在
姑
と
暮
ら
し
て
い

て
、
出
か
け
る
の
を
認
め
ら
れ
る
状
況
は
、
有
り
難

い
で
す
ね
。

�

私
自
身
は
、
子
ど
も
を
男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
と
い

う
の
で
な
く
、
個
性
を
大

事
に
育
て
て
い
ま
す
。

�

こ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
ず

つ
の
積
み
重
ね
で
、
子
ど

も
達
の
未
来
も
、
変
わ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

���

　
　
レ
ポ
ー
タ
ー
　
吉
田
史
美
　
28
歳
／
吉
祥
寺
北
町

��

か
つ
て
写
真
屋
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
89

歳
の
祖
父
は
、
今
も
小
さ
な
体
で
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
、

風
景
な
ど
を
撮
り
続
け
て
い
ま
す
。

�

私
が
、
念
願
の
一
眼
レ
フ
を
購
入
し
た
と
き
、
祖

父
は
「
後
継
者
が
で
き
た
」
と
喜
ん
で
、
技
術
的
な

こ
と
ま
で
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

�

最
近
私
は
仕
事
面
で
、
男
性
に
対
し
体
力
的
な
差

を
感
じ
て
い
ま
す
。
周
り
か
ら
も
『
女
だ
か
ら
・
若

い
か
ら
…
』
と
い
っ
た
目
で
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

�

で
も
そ
こ
で
ひ
る
ま
ず
、
誰
か
ら
も
何
も
言
わ
せ

な
い
力
を
つ
け
る
た
め
、
今
、
通
信
大
学
の
文
学
科

で
環
境
論
を
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
将
来
は
翻
訳
や

物
を
書
く
仕
事
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
な
が
ら
、
忙

し
い
時
間
を
や
り
く
り
す
る
毎
日
で
す
。
祖
父
母
と

一
緒
の
時
間
は
、
ゆ
っ
た
り
と
構
え
ず
に
い
ら
れ
る

ひ
と
と
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

同
じ
構
図
の
写
真
で
も
、

祖
父
の
作
品
に
は
『
柔
ら

か
さ
』
が
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
私
が
追
い
つ
け
る
の

は
い
つ
だ
ろ
う
…
。

ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る
貴
重
な
時
間

�

一
九
〇
四
・
明
治
３
７
年
　
【
日
露
戦
争
】
開
始

一
九
〇
七
・
『
義
務
教
育
６
年
』
に
延
長

�

　
　
　
　
☆
〈
か
ら
ゆ
き
さ
ん
〉
２
〜
３
万
人

�

一
九
〇
九
・
〈
遊
廓
廃
止
運
動
〉
展
開

一
九
一
一
・
平
塚
ら
い
て
う
等
〈
青
踏
社
〉
結
成

��

一
九
一
二
・
大
正
元
年

一
九
一
四
・
【
第
一
次
世
界
大
戦
】
参
戦

�

一
九
一
九
・
大
阪
市
、
日
本
初
『
公
立
託
児
所
開
設
』

�

一
九
二
二
・
〈
産
児
制
限
運
動
〉
開
始

�

　
　
　
　
・
文
部
省
『
産
前
産
後
有
給
休
暇
』
承
認

一
九
二
三
・
初
〈
国
際
婦
人
デ
ー
〉
集
会
（
東
京
）

�

　
　
　
　
・
【
関
東
大
震
災
】

��

一
九
二
六
・
昭
和
元
年
　
☆
断
髪
流
行
（
モ
ボ
・
モ
ガ
）

�

一
九
二
七
・
【
金
融
恐
慌
】
開
始

�

　
　
　
　
・
主
婦
〈
ガ
ス
、
電
気
料
金
値
下
げ
運
動
〉

�

　
　
　
　
☆
ち
ゃ
ぶ
台
、
家
庭
に
普
及

�

一
九
二
九
・
東
京
市
〈
産
児
制
限
指
導
〉

一
九
三
一
・
【
満
州
事
変
】
勃
発

�

　
　
　
　
・
〈
女
子
労
働
者
参
加
ス
ト
〉
増
加

一
九
三
二
☆
デ
パ
ー
ト
火
災
か
ら
和
服
で
も
ズ
ロ
ー
ス
着
用

�
一
九
三
四
・
冷
害
で
〈
娘
の
身
売
り
〉
５
万
人
以
上

一
九
三
八
・
『
母
子
保
護
法
』
施
行

�

　
　
　
　
・
日
本
軍
、
従
軍
慰
安
婦
を
集
め
る

一
九
四
一
・
【
太
平
洋
戦
争
】
開
始

�

一
九
四
三
・
【
学
徒
出
陣
】

�

一
九
四
四
・
【
学
童
疎
開
】

�

一
九
四
五
・
広
島
、
長
崎
に
原
爆
投
下
。
敗
戦

�

　
　
　
　
・
内
務
省
『
占
領
軍
向
け
慰
安
施
設
設
置
指
令
』

�

　
　
　
　
・
〈
新
日
本
婦
人
同
盟
結
成
〉
会
長
市
川
房
江

�

　
　
　
　
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
選
挙
権
付
与
に
よ
る
日
本
婦
人
解
放

�

　
　
　
　
・
『
選
挙
法
改
正
。
女
性
参
政
権
承
認
』

�

　
　
　
　
・
大
学
、
専
門
学
校
男
女
共
学
化
。

一
九
四
六
・
大
阪
市
『
生
理
有
給
休
暇
』
承
認

�

　
　
　
　
・
戦
後
初
『
衆
議
院
議
員
選
挙
』
、
女
性
初
の
参
政

�

　
　
　
　
　
権
行
使
、
女
性
候
補
者
３
９
人
当
選

�

　
　
　
　
・
『
日
本
国
憲
法
公
布
』
男
女
平
等
を
う
た
う

�

一
九
四
七
・
戦
後
初
〈
国
際
婦
人
デ
ー
〉

�

　
　
　
　
・
『
男
女
共
学
』
『
教
育
基
本
法
』
『
学
校
基
本
法
』

�

　
　
　
　
・
『
労
働
基
準
法
』
施
行

�

　
　
　
　
・
『
姦
通
罪
』
『
家
制
度
』
廃
止

�

　
　
　
　
★
『
武
蔵
野
市
報
』
第
１
号
発
行

一
九
四
八
・
『
優
生
保
護
法
』
公
布

�

一
九
五
一
・
『
対
日
平
和
条
約
』
『
日
米
安
保
条
約
』
調
印

�

　
　
　
　
・
生
活
難
か
ら
児
童
の
人
身
売
買
激
増

一
九
五
四
・
日
本
婦
人
平
和
集
会
『
原
水
爆
禁
止
』
決
議

�

　
　
　
　
☆
『
三
種
の
神
器
』
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
掃
除
機
普
及

一
九
五
八
・
『
売
春
防
止
法
』
全
面
施
行

�

　
　
　
　
☆
シ
ー
ム
レ
ス
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
即
席
麺
発
売

�

一
九
六
〇
・
中
山
マ
サ
厚
生
大
臣
就
任

�

一
九
六
一
☆
ナ
プ
キ
ン
型
生
理
用
品
発
売

�

一
九
六
三
・
〈
共
働
き
増
加
〉
　
『
カ
ギ
ッ
子
』
登
場

�

一
九
六
四
・
【
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】
開
催

一
九
六
七
・
男
女
同
一
賃
金
に
関
す
る
『
Ｉ
Ｌ
Ｏ
１
０
０
号
条

�

　
　
　
　
　
約
』
承
認

�

　
　
　
　
・
【
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
】
拡
大

�

　
　
　
　
・
国
連
『
婦
人
に
対
す
る
差
別
撤
廃
宣
言
』
採
択

�
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史
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「
ま
な
こ
」
が
選
ん
だ

　
歴
史
・
年
表

一
九
六
九
・
厚
生
省
『
０
歳
児
指
定
保
育
所
設
置
』
承
認

一
九
七
〇
・
日
本
初
〈
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
大
会
〉
開
催

�

一
九
七
二
・
【
沖
縄
返
還
】

�

一
九
七
三
・
【
第
一
次
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
】

�

　
　
　
　
・
【
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
】

�

一
九
七
五
・
『
国
際
婦
人
年
世
界
会
議
』
開
催

一
九
七
六
・
緒
方
貞
子
、
国
連
代
表
部
公
使
に
な
る

�

　
　
　
　
・
『
民
法
改
正
』
離
婚
後
の
姓
の
選
択
、
自
由
化

�

一
九
七
七
・
東
京
都
『
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
』
開
設

�

　
　
　
　
☆
使
い
捨
て
紙
お
む
つ
発
売

一
九
七
九
・
〈
じ
ゃ
ぱ
ゆ
き
さ
ん
〉
急
増

�

　
　
　
　
・
国
連
『
女
子
差
別
撤
廃
条
約
』
採
択

一
九
八
一
・
労
働
省
『
パ
ー
ト
バ
ン
ク
』
設
置

�

一
九
八
四
・
戦
後
初
、
離
婚
家
庭
、
死
別
家
庭
を
上
回
る

�

　
　
　
　
・
『
女
性
差
別
撤
廃
条
約
』
承
認

�

　
　
　
　
・
女
性
の
平
均
寿
命
、
世
界
初
、
８
０
歳
を
越
す

一
九
八
六
・
西
友
ス
ト
ア
、
男
性
社
員
『
育
児
タ
イ
ム
制
度
』

�

　
　
　
　
・
『
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
』
施
行

�

　
　
　
　
★
『
婦
人
行
動
計
画
関
連
事
項
担
当
』
決
定

一
九
八
七
・
中
学
高
校
の
家
庭
科
、
男
女
必
修
（
共
修
）

�

一
九
八
八
・
労
働
省
『
育
児
休
業
利
用
奨
励
金
制
度
』
創
設

��

一
九
八
九
・
平
成
元
年

�

　
　
　
　
・
〈
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〉
問
題
化

�

　
　
　
　
★
『
児
童
婦
人
部
児
童
婦
人
室
婦
人
問
題
担
当
』
設
置

�

一
九
九
〇
★
第
１
回
『
男
女
共
同
参
加
市
民
の
つ
ど
い
』
開
催

�

　
　
　
　
★
『
武
蔵
野
市
女
性
行
動
計
画
』
策
定

�

　
　
　
　
★
『
女
性
親
善
使
節
団
』
派
遣
（
〜
１
９
９
６
）

�

一
九
九
一
・
日
本
初
、
女
性
市
長
、
芦
屋
に
誕
生

�

　
　
　
　
・
男
性
対
象
『
育
児
休
業
法
』
成
立

�

　
　
　
　
★
女
性
情
報
誌
『
ま
な
こ
』
第
１
号
創
刊

�

　
　
　
　
★
『
女
性
行
動
計
画
推
進
市
民
会
議
』
発
足

�

　
　
　
　
★
『
女
性
関
係
行
政
推
進
会
議
』
開
催

�

一
九
九
二
・
政
府
、
元
従
軍
慰
安
婦
問
題
に
正
式
謝
罪

�

　
　
　
　
・
『
育
児
休
業
法
』
施
行

�

　
　
　
　
★
第
１
回
〈
女
性
学
講
座
〉
開
催

�

一
九
九
三
・
国
連
『
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
宣
言
』
採
択

�

　
　
　
　
・
『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
』
施
行

�

一
九
九
四
・
宇
宙
飛
行
士
向
井
千
秋
、
宇
宙
へ

�

　
　
　
　
・
総
理
府
『
男
女
共
同
参
画
室
』
設
置

�

　
　
　
　
★
『
児
童
婦
人
部
児
童
婦
人
室
婦
人
計
画
係
』
改
称

�

　
　
　
　
★
『
む
さ
し
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ザ
』
基
本
構
想

�

　
　
　
　
　
　
検
討
委
員
会
発
足

�

　
　
　
　
★
第
１
回
『
ト
ー
ク
＆
シ
ネ
マ
』
開
催

�

一
九
九
五
・
【
阪
神
淡
路
大
震
災
】

�

　
　
　
　
・
『
第
４
回
世
界
女
性
会
議
』
北
京
で
開
催

一
九
九
六
・
『
優
生
保
護
法
』
を
『
母
体
保
護
法
』
に
改
正

�

　
　
　
　
・
『
男
女
共
同
参
画
２
０
０
０
年
プ
ラ
ン
』
策
定

�

　
　
　
　
・
〈
ス
ト
ー
カ
ー
〉
〈
援
助
交
際
〉
問
題
化

�

　
　
　
　
★
『
児
童
女
性
部
児
童
女
性
課
女
性
計
画
係
』
改
称

一
九
九
七
・
『
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
』
等
整
備
法
案
成
立

�

一
九
九
八
★
『
武
蔵
野
市
第
二
次
女
性
行
動
計
画
』
策
定

�

一
九
九
九
・
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
』
成
立

二
〇
〇
〇
・
太
田
房
江
大
阪
府
知
事
誕
生

�

　
　
　
　
・
『
ス
ト
ー
カ
ー
法
』
成
立

�

二
〇
〇
一
★
男
女
平
等
情
報
誌
『
ま
な
こ
』
第
４
１
号
発
行

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
構
成
・
本
間
則
子
／
森
　
治
美
）

�

明
治

大
正

昭
和

平
成

12

3

4
5

1
2

67
8

9

10
11

「
ま
な
こ
」
が
選
ん
だ

　
歴
史
・
年
表

「
ま
な
こ
」
が
選
ん
だ

　
歴
史
・
年
表

一
九
六
九
・
厚
生
省
『
０
歳
児
指
定
保
育
所
設
置
』
承
認

一
九
七
〇
・
日
本
初
〈
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
大
会
〉
開
催

一
九
七
二
・
【
沖
縄
返
還
】�

一
九
七
三
・
【
第
一
次
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
】

一
九
七
五
・
『
国
際
婦
人
年
世
界
会
議
』
メ
キ
シ
コ
で
開
催

一
九
七
六
・
緒
方
貞
子
、
国
連
代
表
部
公
使
に
な
る

�

　
　
　
・
『
民
法
・
戸
籍
法
改
正
』離
婚
後
の
性
の
選
択
自
由
化

一
九
七
七
・
『
都
婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
』
（
か
け
こ
み
寺
）
開
設

�

　
　
　
☆
使
い
捨
て
紙
お
む
つ
発
売

一
九
七
九
・
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
出
稼
ぎ
女
性
〈
じ
ゃ
ぱ
ゆ
き
さ

　
　
　
　
　
ん
〉
急
増

一
九
八
一
・
労
働
省
『
パ
ー
ト
バ
ン
ク
』
設
置

一
九
八
四
・
戦
後
初
離
婚
家
庭
が
死
別
家
庭
を
上
回
る
（
厚
生
省
）

一
九
八
五
・
『
女
子
差
別
撤
廃
条
約
』
批
准

�

　
　
　
・
『
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
』
公
布
（
翌
年
施
行
）

　
　
　
　
・
日
本
女
性
の
平
均
寿
命
、
世
界
初
80
歳
を
越
す

�

　
　
　
★
『
婦
人
行
動
計
画
関
連
事
項
担
当
』
決
定

一
九
八
六
・
西
友
ス
ト
ア
、
男
性
社
員
『
育
児
タ
イ
ム
制
度
』

一
九
八
七
・
中
学
高
校
の
家
庭
科
、
男
女
必
修
（
共
修
）
導
入

一
九
八
八
・
労
働
省
『
育
児
休
業
利
用
奨
励
金
制
度
』
創
設

�

一
九
八
九
・
平
成
元
年

�

　
　
　
・
〈
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〉
問
題
化

�

　
　
　
★
『
児
童
婦
人
部
児
童
婦
人
室
婦
人
問
題
担
当
』
設
置

一
九
九
〇
★
『
女
性
親
善
使
節
団
』
派
遣
（
〜
九
五
）

　
　
　
　
★
第
１
回
『
男
女
共
同
参
加
市
民
の
つ
ど
い
』
開
催

�

　
　
　
★
『
武
蔵
野
市
（
第
一
次
）
女
性
行
動
計
画
』
策
定

一
九
九
一
・
男
性
も
対
象
の
『
育
児
休
業
法
』
成
立
（
翌
年
施
行
）

�

　
　
　
★
女
性
情
報
誌
『
ま
な
こ
』
第
１
号
創
刊

�

　
　
　
★
『
女
性
行
動
計
画
推
進
市
民
会
議
』
発
足

�

　
　
　
★
『
女
性
関
係
行
政
推
進
会
議
』
開
催

一
九
九
二�

★
第
１
回
〈
女
性
学
講
座
〉
開
催

一
九
九
三
・
『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
』
施
行

　
　
　
　
・
政
府
、
元
慰
安
婦
に
正
式
謝
罪

　
　
　
　
・
国
連
『
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
宣
言
』
採
択

一
九
九
四
・
総
理
府
『
男
女
共
同
参
画
室
』
設
置�

　
　
　
　
・
宇
宙
飛
行
士
向
井
千
秋
、
宇
宙
へ

　
　
　
　
★
『
む
さ
し
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ザ
』
基
本
構
想
検

　
　
　
　
　
討
委
員
会
発
足

�

　
　
　
★
第
１
回
『
ト
ー
ク
＆
シ
ネ
マ
』
開
催

�

　
　
　
★
『
児
童
婦
人
部
児
童
婦
人
室
婦
人
計
画
係
』
改
称

一
九
九
五
・
【
阪
神
淡
路
大
震
災
】

　
　
　
　
・
『
女
性
の
た
め
の
ア
ジ
ア
平
和
国
民
基
金
』
元
慰
安

　
　
　
　
　
婦
に
対
す
る
償
い
事
業
等
発
足

�

　
　
　
・
『
第
４
回
世
界
女
性
会
議
』
北
京
で
開
催

一
九
九
六
・
『
優
生
保
護
法
』
を
『
母
体
保
護
法
』
に
改
正

�

　
　
　
・
『
男
女
共
同
参
画
２
０
０
０
年
プ
ラ
ン
』
策
定

�

　
　
　
・
〈
ス
ト
ー
カ
ー
〉
〈
援
助
交
際
〉
問
題
化

�

　
　
　
★
『
児
童
女
性
部
児
童
女
性
課
女
性
計
画
係
』
改
称

一
九
九
七
・
『
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
』
等
整
備
法
案
成
立

　
　
　
　
　
（
九
九
年
施
行
）

一
九
九
八
★
『
武
蔵
野
市
第
二
次
女
性
行
動
計
画
』
策
定

一
九
九
九
・
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
』
公
布
・
施
行

二
〇
〇
〇
・
『
ス
ト
ー
カ
ー
法
』
成
立

二
〇
〇
一
★
男
女
平
等
情
報
誌
『
ま
な
こ
』
第
41
号
発
行

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
構
成
・
本
間
則
子
／
森
　
治
美
）

�

平
成

昔今

男
女
平
等
？！
今
・
昔

男
女
平
等
？！
今
・
昔

　
戦
後
、
戸
主
に
こ
だ
わ
る
家
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
戦
禍
を
く
ぐ
り
荒
廃
し

た
日
本
を
建
て
直
し
て
き
た
世
代
、
そ
の
時
代
を
知
ら
な
い
世
代
、
み
な
さ
ん
に
伺

い
ま
す
。
性
や
年
齢
に
対
す
る
差
別
は
？
　
意
識
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
ま
す
か
？
　

新
世
紀
の
課
題
を
、
こ
こ
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
！

■ ある。掃除会社のセールスらしく、安くするのでお試しくださいとしつこい電話。
　 何度断っても納得しないので「じゃ、やります」と返事をした。こちらの年齢を言
　 うと、高齢世帯はお断りと切られ、悲哀を感じた。　　　　　　76歳　女性　中町
■ ある。女性が私を無視するようになった。　　　　　　　73歳　男性　吉祥寺北町
■ ある。夫を亡くして年金等の手続きをしたとき、私自身に身分証明がないことに気
　 付かされた。近所の方に証明してもらったが、男は社会的身分を死ぬまで持ってい
　 られることを知った。　　　　　　　　　　　　　　　　68歳　女性　吉祥寺北町
■ ある。戦前の軍国主義と戦後の民主主義の二本立て教育を体験。戦前は『男女七歳
　 にして席を同じゅうせず』で別学だった。したがって男女は役割の区分に相違があ
　 るだけで性の差別とは思っていなかった。　　　　　　　　　　69歳　男性　緑町

　　　　　　　

■ ある。若いころ「女のくせに」「女なんだから」は日常茶飯事。それに甘えていた
　 自分がいたのかも。今は性差ではなく、やれる者がやればいいと思っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58歳　女性　緑町
■ ある。子どものころから「女の子にはやさしく」「女の子を先に」と教えられ女の
 　方が得だと思ってきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　54歳　男性　在勤
■ ある。ある会議で意見を述べた私は、高齢の男性から「孫ほどのご婦人が偉そうに…」
　 と言われた。10年も前になりますが、バミューダズボンをはいていたとき「女を売
　 り物にしている」と。こちらも、やはり親ほどの年齢の男性だった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　50歳　女性　西久保
■ ある。入社してみたら、あまりにも男女の仕事内容に差があった。私の力では対処
　 できなくて、結局退社した。　　　　　　　　　　　　　　　　　34歳　女性　境

■ 夫婦２人で歩いても、絶対に並ぶことはなかった。食事、入浴など男性より先にすま
　 せることもなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80歳　女性　西久保
■ 大正の終わりから昭和の初めにかけての時代、日常生活すべてが男性上位だった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82歳　男性　吉祥寺本町
■ 戦前なので、男女平等という言葉さえ、考えられない時代だったのでは？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　76歳　女性　八幡町
■ 父親の母親に対する言葉遣いは命令調、母親の父親への言葉遣いは敬語調。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　73歳　男性　吉祥寺北町
■ 明治生まれの母は、ことあるごとに「男は…男は…」で通してきた。したがって一人
　 娘の私は常にこき使われていた。　　　　　　　　　　　　　　69歳　女性　境南町
■ 男親が一家を養う全収入を得ていた。　　　　　　　　　　70歳　男性　吉祥寺北町
■ 客観的に両親を見たとき、父は自由に友人知人と旅行や趣味を楽しんでいた。母が家
　 を空けた覚えは、一度もない。長子相続の時代で食事の席、入浴の順など常に父と兄
　 の都合で決まっていた。　　　　　　　　　　　　　　　　68歳　女性　吉祥寺北町
　　　
　　　　

■ 両親は役割分業のカタチで働いていた。父は経済能力を身につけ生活を支えたし、母
　 は子を産み、育て、畑の仕事もしていた。お互い、尊重していたと思う。
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　50歳　女性　西久保
■ 両親が生きていれば100歳以上。日本史を学べば誰でもわかること。男女不平等はあ
　 たりまえ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64歳　男性　吉祥寺南町
■ 女性は大学を出て生意気になるより、夫をたてて、賢い子どもを育て、家庭を守るか
　 わいい妻になるよう努力すべきと教育されていた。　　　　　　　　42歳　女性　境
■ 母は私の前で、グチったことがない。子どもの服や着物を作ったり、料理を工夫した
　 り、それなりの生活をしていたと思う。　　　　　　　　　　　　54歳　男性　在勤
■ 今も平等ではないので、昔が平等であるはずがない。　　　　　　　34歳　女性　境

あ
な
た
の
周
り
で
、
性
差
別
や
年
齢
に
よ
る
差
別
を
、

感
じ
た
こ
と
は
？

あ
な
た
の
親
の
世
代
、
男
女
は
ど
ん
な
暮
ら
し
方
を

し
て
い
ま
し
た
か
？

65歳以上 65歳以下

65歳以上 65歳以下

ス
キ
ガ
ラ
ケ
ン
ゴ

ヒ
ト
ミ

５ 4

祖
父
母
が
お
手
本
！

母
の
こ
と
を
思
え
ば



　むさしのヒューマン・ネットワークセンターでは

家
族
や
友
人
を
誘
っ
て
、
図
書
館
へ
Ｇ
Ｏ
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ち
ょ
っ
と

共
遊
び

TOPICS
■　むさしのヒューマン・ネットワークセンターが2周年を迎えました。
　昨年11月に行われた記念行事の詳細は、情報エキスプレス！欄に。
■　情報部の福澤雅子さんが紹介してくれた今回のテーマに関する本は、
　　季刊「女も男も」2000年秋号
　　自立・自尊の高齢社会へ
　　　　　　　　　　　　労働教育センター
　　老いても自立するということは？経済力、
　住まいの選択、自分で人生を決める気力。具
　体的な情報を取り入れ、老いに向けての設計
　作業にとりかからなければ…と考えさせる。
　　長生きしますがあしからず
　　　　　　　　　　藤原はる美著　潮文社
　　ほとんどの親子が別居の欧米に比べ、日本
　では約6割が同居。いろいろな事情から茨城
　県にある開拓地、大洋村に住んだ親達のルポ。
　　どのように厳しい現実を受け止め、乗り越
　えようとしているのか、示唆に富む。
■　事業部　藤村女子高等学校の協力で「だれでもできるパソコン教室」
　全10回を入門編、初心者編の2回に分けて開催しました。延べ70名
　の募集に対して約600名の応募がありました。今年も9～10月に募集
　予定です。
　　東京大学大学院教授・上野千鶴子さんの講演会を開催します。
　「2001年おとこ解体新書、千鶴子の処方箋」いま、男達に何がおこ
　っているのか、をテーマに昨年から続く2回目の講演会です。
＊ 日時　平成13年2月17日(土)　午後1時30分～午後3時30分
＊ 場所　武蔵野スイングホール2階(定員180名）
＊ 詳細は1月15日号市報で
■　広報部　センターだよりＶＯＬ６を昨年12月に発行しました。
　特集「こどもをめぐる井戸端会議・男性編」父親の子育てはいかに？
　紙面からは迷いや不安も垣間見えます。
■　情報部　ホームページを4月に公開の予定です。
　必要な情報を収集し、データベース作りの基礎固めをしています。
■　相談交流部　昨年11月に発足しました。
　相談業務のスタートに向け、準備を進めています。
※　問い合わせ　ＴＥＬ・ＦＡＸ(37)3410

児童女性課女性計画係では

■　平成12年度「女性フォーラムむさしの実行委員会」が発足、男女が
　ともに生き生きと暮らせるまちづくりを目指して、フォーラムを開催します。
　　公募により選出された市民7名の実行委員が、男も女も一緒に子育
　てをテーマに、子どものために何ができるのか、子どもにとって必要
　なことは何かを考えるパネルディスカッション｢21世紀をになう子ど
も　のために、あなたとわたしができること｣の企画・運営を行います。
＊ 日時　平成13年3月4日(日)　午後１時～午後3時40分
＊ 場所　武蔵野スイングホール11階　レインボーサロン(定員100名)
＊ 保育付き
＊ 詳細は2月1日号市報で
■　地域児童育成実施計画が策定されました。
Q.実施計画とは？
　この計画は子ども施策分野の具体的・専門的な計画書として社会状況
や市の財政などを勘案しながら、子ども関連施策を総合的に推進するた
め策定されたものです。
Q.基本的な考え方は？
　㈰子ども自身のニーズを大切にする㈪家族の絆を深める㈫地域で育て
る㈬自然の教育力を生かす㈭男女ともに子育てに参加する、の５点です。
Q.「男女ともに子育てに参加する」という考え方は？
　子どもの健全な育ちには父親と母親をはじめとして、男女ともにバラ
ンスよくかかわることが望ましいと考えます。父親の育児への参加を推
進するほか、青少年に対しても将来親となる資質を育てる教育など、男
女を対象に行うものとします。
Q.「男女ともに子育てに参加する」ための具体的事業計画は？
　㈰｢子育ては楽しキャンペーン｣で父親の育児参加を奨励 ㈪「公共施設
の子育てバリアフリー化の推進」で男女のトイレにベビーシート設置の
検討㈫「国・都制度の拡大と充実」で男女ともにゆとりを持って子育て
に取り組める社会環境の整備充実を求める、などです。
※　問い合わせ　児童女性課　ＴＥＬ(60)1852・ＦＡＸ(51)0714

児童女性課女性計画係では
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災
害
時
の
支
援
マ
ッ
プ
を

作
り
ま
し
ょ
う
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伊
藤
雪
子
さ
ん
53
歳

　
　
　
　
　  

（
吉
祥
寺
北
町
）

�

　
昨
今
、
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
災
害
の

生
々
し
い
映
像
の
中
で
、
伊
藤
さ
ん
は
あ
る

場
面
に
ク
ギ
づ
け
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
自

治
体
が
全
員
避
難
命
令
を
出
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
重
度
の
障
害
を
持
つ
家
に
母

娘
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
事
実
を
伝
え
て
い

た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
３
人
の
子
を
持
つ
お
母
さ
ん
。

そ
し
て
、
24
歳
に
な
る
末
っ
子
の
息
子
さ
ん

は
、
先
天
性
の
重
度
の
心
身
障
害
者
。
こ
れ

ま
で
何
度
と
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
協
力
し
て
も
ら
い
、
何
か
の
形
で
お
返
し

が
し
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
き
た
。

「
こ
れ
こ
そ
当
事
者
の
私
の
知
識
が
役
に
立

つ
か
も
」
早
速
、
所
属
す
る
四
小
地
区
の
福

祉
の
会
に
、
「
災
害
時
の
地
域
の
支
援
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
し
た
。
あ

る
程
度
は
市
で
も
把
握
し
て
い
る
が
、
細
部

ま
で
行
き
届
か
せ
る
た
め
に
は
地
域
の
協
力

が
不
可
欠
だ
。
す
ぐ
に
会
の
賛
同
を
得
て
、

昨
年
の
６
月
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

　
ま
ず
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
助
け
を
必
要
と

し
て
い
る
の
か
、
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

に
載
せ
て
み
た
。
障
害
児
を
持
つ
家
庭
、
一

人
住
ま
い
の
高
齢
者
な
ど
９
家
族
か
ら
申
し

出
が
あ
っ
た
。
拡
大
し
た
地
図
に
そ
れ
ら
の

家
を
色
分
け
で
載
せ
（
例
え
ば
障
害
者
は
赤
、

高
齢
者
は
青
な
ど
）
そ
こ
に
近
い
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
数
人
と
救
助
で
き
る
体
制
を
組
む
。

「
ま
だ
、
骨
格
が
で
き
始
め
た
ば
か
り
。
こ

れ
か
ら
会
の
人
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
な

ら
で
は
の
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
シ

ス
テ
ム
作
り
を
し
て
い
き
た
い
」

　
こ
の
波
が
広
が
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
。

　
　
　
（
取
材
　
矢
島
幸
子
）

●
連
絡
先
　
伊
藤
雪
子
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『災害時避難支援マップづくり実行委員会』
のメンバーのみなさん。

実行委員長の伊藤さん

大久保洋子さん　ＡＤＬ対応型高齢者体操研究会
�●連絡先　〒180－8633　成蹊大学・大久保洋子研究室
�●TEL・FAX（37)3701

知
り
た
い

聞
き
た
い

考
え
た
い
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上
　
　
知
り
た
い
・
聞
き
た
い
・
考
え
た
い

��

タ
イ
ト
ル 

�

男
女
平
等
は
自
立
が
基
本

��

リ
ー
ド

��

　
大
久
保
さ
ん
は
、
成
蹊
大
学
の
文
学
部
（

�

老
年
学
そ
の
他
）
の
教
授
で
あ
り
、
『
Ａ
Ｄ

�

Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
能
力
）
対
応
型
高
齢
者

�

体
操
研
究
会
』
の
会
長
で
も
あ
る
。

�

　
こ
の
体
操
は
、
吐
く
息
を
重
視
し
無
理
の

�

な
い
動
き
で
体
や
脳
へ
の
血
流
を
促
す
。
機

�

能
の
回
復
・
維
持
・
増
進
に
効
果
的
だ
。

�

　
武
蔵
野
市
は
、
平
成
元
年
に
「
高
齢
者
の

�

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
一

�

環
と
し
て
、
「
地
域
健
康
ク
ラ
ブ
」
を
ス
タ

�

ー
ト
さ
せ
た
。
こ
の
事
業
の
中
で
、
そ
の
人

�

に
合
っ
た
体
操
の
継
続
は
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
回
復

�

さ
せ
低
下
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
、
１
０
年
間

�

の
調
査
研
究
で
実
証
し
た
。

�
  

と
こ
ろ
で
、
大
久
保
さ
ん
に
自
立
し
た
暮

�

ら
し
方
を
聞
い
て
み
る
と
、
「
男
女
役
割
分

�

担
を
し
て
き
た
夫
婦
に
と
っ
て
、
共
に
自
由

�

な
時
間
が
手
に
入
る
の
は
夫
の
定
年
退
職
の

�

と
き
で
し
ょ
う
。
自
立
し
た
生
活
を
取
り
戻

�

す
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
男
性
は
仕
事
優

�

先
だ
っ
た
こ
ろ
の
ま
ま
、
女
性
は
相
変
わ
ら

�

ず
家
事
の
全
て
を
行
い
、
社
会
的
雑
事
は
夫

�

任
せ
で
は
、
お
互
い
が
自
立
し
た
と
は
言
え

�

ま
せ
ん
。
片
方
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

�

生
活
の
全
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
自
信

�

が
持
て
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

�
 

も
ち
ろ
ん
、
介
護
さ
れ
る
状
態
は
回
避
し
た

�

い
し
、
で
き
る
だ
け
先
に
延
ば
す
努
力
を
お

�

互
い
が
す
べ
き
で
す
。
得
意
な
分
野
で
サ
ポ

�

ー
ト
し
合
い
な
が
ら
、
二
人
の
力
が
合
わ
さ

�

れ
ば
も
っ
と
自
立
の
幅
が
広
が
り
ま
す
ね
」
　

�

「
夫
と
は
結
婚
当
初
か
ら
、
財
産
は
そ
れ
ぞ

�

れ
が
管
理
し
、
お
互
い
の
領
域
を
尊
重
し
合

�

う
生
活
を
し
て
い
ま
す
」

�

　
高
齢
者
福
祉
は
介
護
だ
け
で
な
く
、
そ
の

�

人
が
望
む
生
活
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

�

日
常
生
活
動
作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
も
大

�

事
だ
と
実
感
し
た
。

��

◆
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
能
力
）
対
応
型

�

高
齢
者
体
操
の
特
徴
は
？

�

�
一
人
ひ
と
り
の
能
力
に
合
わ
せ
て
行
え
る

�

　
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

�

�
体
操
の
中
に
、
日
常
生
活
の
基
本
と
な
る

�

　
動
き
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
（
横
た
わ
る
、

�

　
寝
返
り
を
打
つ
、
起
き
上
が
る
、
立
ち
上

�

　
が
る
、
座
る
、
歩
く
）

�

�
高
齢
者
に
適
さ
な
い
動
き
を
除
い
て
い
る
。

�

（
立
っ
て
膝
を
伸
ば
し
た
ま
ま
腰
を
深
く
お

�

　
る
、
首
を
後
ろ
に
曲
げ
る
）

�

�
吐
く
息
を
強
調
し
た
呼
吸
法
を
用
い
る
。 

�
   

　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
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弘
子
）
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�

　
大
久
保
洋
子
さ
ん
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�
著
書
写
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�

　
著
書
か
ら
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【吉祥寺図書館】集会室　�（20）1011
�『黄昏時の映画会』午後５時～
�１月11日 バック・トゥ・ザ・フューチャー１
�　　25日 バック・トゥ・ザ・フューチャー２
　２月  1日 バック・トゥ・ザ・フューチャー３
�　　  8日 フリント　ストーン
【中央図書館】視聴覚ホール　�（51）5145
�『土曜の午後の映画会』午後２時30分～
　１月27日 夢のチョコレート工場
　２月24日 ヤング・シャーロック・ピラミッドの謎
【西部図書館】お話の部屋　�（53）1811
�『すずかけの映画会』午後２時30分～
�　未定（お問合わせください）
   　休館日は全館、毎週金曜日・第一水曜日

�―さむ～い日は暖かな図書館に遊びに行こう！― 　
本
を
探
し
に
、
中
央
図
書
館
へ
出
か
け
た
。

�

１
階
の
Ａ
Ｖ
（
視
聴
覚
）
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
映
画
の
ビ
デ
オ
や
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
Ｃ
Ｄ
の
貸
し
出
し
と
、
館
内
視
聴
用
に
、
子
ど
も
向

け
か
ら
大
人
向
け
、
映
画
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
あ
る
。
図
書
館
は
本
を
借
り
た
り
、
勉
強
し
た
り
、
資

料
を
収
集
す
る
だ
け
の
場
で
は
な
い
よ
う
だ
。

�

視
覚
・
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
、
高
齢
者
の
方
へ
、
録
音
図
書
の

貸
し
出
し
や
、
週
刊
誌
・
新
作
録
音
・
点
訳
図
書
の
情
報
テ
ー
プ
を

郵
送
で
貸
り
出
し
た
り
、
対
面
朗
読
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
「
図
書

館
朗
読
奉
仕
の
会
」

「
六
実
会
」
（
点
訳
グ

ル
ー
プ
）
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ

る
。

�

ま
た
、
館
内
掲
示
板

『
土
曜
の
午
後
の
映
画

会
』
ポ
ス
タ
ー
が
目
に

つ
い
た
。
児
童
向
け
に

工
作
教
室
や
人
形
劇
、

映
画
上
映
、
季
節
の
行

事
な
ど
の
催
し
は
知
っ

て
い
た
が
、
大
人
も
楽

し
め
る
映
画
会
は
嬉
し

い
発
見
だ
っ
た
。

�

場
所
が
図
書
館
だ
け

に
、
観
賞
後
は
原
作
本

も
読
め
る
し
、
共
通
の

話
題
も
増
え
る
こ
と
間

違
い
な
し
！

  

（
取
材
　
本
間
則
子
）

�

男
女
平
等
は
自
立
が
基
本

�

男
女
平
等
は
自
立
が
基
本

　
高
齢
に
な
っ
て
も
心
豊
か
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
家
族
や
友
人
、
地
域

と
交
流
し
、
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
た
ら
…
。

「
『
自
立
し
た
生
活
』
の
基
本
は
、
体
と
心
の
健
康
回
復
・
維
持
に
あ
る
」

の
持
論
を
持
つ
、
大
久
保
洋
子
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　
大
久
保
さ
ん
は
、
成
蹊
大
学
の
文
学
部

（
老
年
学
そ
の
他
）
の
教
授
で
あ
り
、

『
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
能
力
）
対
応

型
高
齢
者
体
操
研
究
会
』
の
会
長
で
も
あ

る
。

�

こ
の
体
操
は
、
吐
く
息
を
重
視
し
無
理

の
な
い
動
き
で
体
や
脳
へ
の
血
流
を
促
す
。

機
能
の
回
復
・
維
持
・
増
進
に
効
果
的
だ
。

�

武
蔵
野
市
は
、
平
成
元
年
に
「
高
齢
者

の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
「
地
域
健
康
ク
ラ
ブ
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
の
事
業
の
中
で
、

そ
の
人
に
合
っ
た
体
操
の
継
続
は
Ａ
Ｄ
Ｌ

を
回
復
さ
せ
低
下
を
遅
ら
せ
る
こ
と
を
、

10
年
間
の
調
査
研
究
で
実
証
し
た
。

�

と
こ
ろ
で
、
大
久
保
さ
ん
に
自
立
し
た

暮
ら
し
方
を
聞
い
て
み
る
と
、
「
男
女
で

役
割
分
担
を
し
て
き
た
夫
婦
に
と
っ
て
、

共
に
自
由
な
時
間
が
手
に
入
る
の
は
夫
の

定
年
退
職
の
と
き
で
し
ょ
う
。
自
立
し
た

生
活
を
取
り
戻
す
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
男
性
は
仕
事
優
先
だ
っ
た
こ
ろ
の
ま
ま
、

女
性
は
相
変
わ
ら
ず
家
事
の
す
べ
て
を
行

い
、
社
会
的
雑
事
は
夫
任
せ
で
は
、
お
互

い
が
自
立
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
片
方

に
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
生
活
の
全

般
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
自
信
が
持
て

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
介
護
さ
れ
る
状
態
は
回
避

し
た
い
し
、
で
き
る
だ
け
先
に
延
ば
す
努

力
を
お
互
い
が
す
べ
き
で
す
。
得
意
な
分

野
で
サ
ポ
ー
ト
し
合
い
な
が
ら
、
二
人
の

力
が
合
わ
さ
れ
ば
も
っ
と
自
立
の
幅
が
広

が
り
ま
す
」
　

「
夫
と
は
結
婚
当
初
か
ら
、
財
産
は
そ
れ

ぞ
れ
が
管
理
し
、
お
互
い
の
領
域
を
尊
重

し
合
う
生
活
を
し
て
い
ま
す
」

�

高
齢
者
福
祉
は
介
護
だ
け
で
な
く
、
そ

の
人
が
望
む
生
活
を
継
続
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
日
常
生
活
動
作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
も
大
事
だ
と
実
感
し
た
。

�

◆
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
能
力
）
対
応
型

�

高
齢
者
体
操
の
特
徴
は
？

�
一
人
ひ
と
り
の
能
力
に
合
わ
せ
て
行
え
る

�

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

�
体
操
の
中
に
、
日
常
生
活
の
基
本
と
な
る

�

動
き
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
（
横
た
わ
る
、

�

寝
返
り
を
打
つ
、
起
き
上
が
る
、
立
ち
上

�

が
る
、
座
る
、
歩
く
）

�
高
齢
者
に
適
さ
な
い
動
き
を
除
い
て
い
る
。

　
（
立
っ
て
膝
を
伸
ば
し
た
ま
ま
腰
を
深
く

　
折
る
、
首
を
後
ろ
に
曲
げ
る
）

�

吐
く
息
を
強
調
し
た
呼
吸
法
を
用
い
る
。 

�
   

　
　
　
　
　
　 

（
取
材
　
倉
内
弘
子
）

著
書
か
ら


